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1.  平成23年6月期第3四半期の連結業績（平成22年7月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年6月期第3四半期 1,975 △1.8 △512 ― △510 ― △349 ―

22年6月期第3四半期 2,012 ― △400 ― △402 ― △250 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年6月期第3四半期 △82.43 ―

22年6月期第3四半期 △59.14 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年6月期第3四半期 6,139 2,638 43.0 622.28
22年6月期 4,010 3,029 75.4 713.15

（参考） 自己資本   23年6月期第3四半期  2,638百万円 22年6月期  3,024百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年6月期 ― 0.00 ― 8.00 8.00
23年6月期 ― 0.00 ―

23年6月期 
（予想）

8.00 8.00

3.  平成23年6月期の連結業績予想（平成22年7月1日～平成23年6月30日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,500 1.2 120 △45.6 120 △46.1 40 △46.6 9.43



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項について
は、添付資料3頁「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年6月期3Q 4,259,200株 22年6月期  4,259,200株

② 期末自己株式数 23年6月期3Q  18,445株 22年6月期  17,573株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年6月期3Q 4,241,132株 22年6月期3Q 4,242,310株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第 3四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、中国・インド等新興国における高い経済成長や国

内の経済対策などにより持ち直しの兆しが見られたものの、平成 23 年 3月 11 日に発生した東日本大震災

により、日本経済は大打撃を受け、福島原発の事故も重なって、農業水産業への影響、製造業を中心とし

た企業業績の悪化、消費の継続的低迷が懸念されるなど、予断を許さない状況が続いています。 

当社グループの属する建設コンサルタント業界においては、国および地方公共団体の公共投資予算の見

直しと縮減が継続しており、厳しい価格競争に加え、今後は震災に対する復興予算が重点配分されること

が想定され、不透明な状況が続くと思われます。 

このような状況の中で、当社グループは技術競争力の強化を基本施策として、点検から診断・対策まで

ワンストップでソリューションを提案するバリューチェーン型の組織・事業展開によって、技術並びにマ

ーケット開拓を進め、受注の拡大と品質の確保を最重要課題として業績の向上に努めています。また、東

日本大震災については、建設コンサルタント企業としてインフラ整備に関わる使命を果たすことは勿論の

こと、各加入団体を窓口とした要員派遣など復興の支援をいたします。 

新技術については、平成22年9月、経済産業省の地域イノベーション創出研究開発事業として産官学で

研究を進めてきました「無線センサーネットワークによる橋梁の健全度診断システム」の成果として第一

弾（異常時対応版）の製品販売を開始しました。更に、平成23年1月、当システムの製品開発の高度化と

販売について、より迅速かつ確実なビジネスモデル化を目指して、子会社「株式会社ＨＭＢ」を設立いた

しました。 

 

なお、当社グループは、官公庁の会計年度末に完了・納入する業務が大半を占める関係上、売上高は第

４四半期に集中します。そのため、例年第３四半期までは経常損失、第４四半期で経常利益となることが

常態となっています。 

 

以上の結果、当連結会計年度の受注高は 59 億 74 百万円（前年同期比 3.5％減）となり、売上高は東日

本大震災の影響等により一部納期の遅延により 19 億 75 百万円（同 1.8％減）となりました。 

一方、損益面では、業務処理のための外注費等の増加に加え、販売費及び一般管理費は月々ほぼ均等に

発生することから経常損失は 5億 10 百万円（前年同期は経常損失 4億 2百万円）、四半期純損失は 3億 49

百万円（同 四半期純損失 2億 50 百万円）となりました。 

 

(2) 連結財務状態に関する定性的情報 

①財政状態の分析 

（資 産） 

   総資産は前連結会計年度末に比べて 21億 29百万円増加し、61億 39百万円となりました。主な要因は、

未成業務支出金の増加 15 億 96 百万円、受取手形・完成業務未収入金の増加 4 億 60 百万円、繰延税金資

産の増加 1億 93 百万円および現金及び預金の減少 1億 7 百万円です。 

（負 債） 

   負債は前連結会計年度末に比べて 25 億 19 百万円増加し、35 億円となりました。主な要因は、短期借

入金の増加 18 億 75 百万円、未成業務受入金の増加 3億 42 百万円および業務未払金の増加 3億 68 百万円

です。 

（純資産） 

純資産は前連結会計年度末に比べて 3億 90 百万円減少し、26 億 38 百万円となりました。主な要因は、

利益剰余金の減少 3億 83 百万円です。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

現金および現金同等物（以下「資金」という）は、6 億 95 百万円（前年同期は 6 億 42 百万円）とな

りました。 
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（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

  使用した資金は 17 億 47 百万円（同 16 億 34 百万円の使用）となりました。 

これは主に、税金等調整前四半期純損失 5 億 24 百万円、未成業務支出金（たな卸資産）の増加による

支出 15 億 96 百万円によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

使用した資金は 86 百万円（同 1億 38 百万円の使用）となりました。 

これは主に、技術用・管理用コンピューターの購入を中心とした有形固定資産の取得による支出 75 百

万円によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

獲得した資金は 17 億 26 百万円（同 15 億 7百万円の獲得）となりました。 

これは主に、運転資金として短期借入金 18 億 75 百万円の調達と、長期借入金の返済による支出 94 百

万円によるものです。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

最近の業績動向等を踏まえ、平成 22 年 8 月 11 日に公表した平成 23 年 6 月期連結業績予想を修正して

います。詳細は、本日別途開示します「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

２．その他の情報 

(1)  重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

(2)  簡便な会計処理および特有の会計処理の概要 

（簡便な会計処理） 

① 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する

方法によっています。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等

の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前事業年度において使用した将来の業績予測やタ

ックス・プランニングを利用する方法によっています。 
 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理） 

     該当事項はありません。 

 

(3)  会計処理の原則・手続、表示方法の変更の概要 

① 資産除去債務に関する会計基準等の適用 

第1四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（平成20年3月31日 企業会計基準委

員会 企業会計基準第18号）および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（平成20年3月31日 企

業会計基準委員会 企業会計基準適用指針第21号）を適用しています。 

これにより、当第 3 四半期連結累計期間の営業損失および経常損失が 1,140 千円、税金等調整前四

半期純損失が 12,838 千円増加しています。また、当会計基準等の運用開始による資産除去債務の変動

額は 5,980 千円です。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 695,579 802,897

受取手形・完成工事未収入金 727,797 267,377

未成業務支出金 2,047,727 451,117

その他 272,013 70,340

貸倒引当金 △4,531 △4,906

流動資産合計 3,738,587 1,586,827

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 636,904 659,919

土地 1,059,728 1,059,728

その他（純額） 153,257 119,528

有形固定資産合計 1,849,890 1,839,176

無形固定資産   

のれん 134,411 146,271

その他 34,507 41,911

無形固定資産合計 168,918 188,182

投資その他の資産   

その他 388,051 401,896

貸倒引当金 △5,957 △5,800

投資その他の資産合計 382,093 396,096

固定資産合計 2,400,903 2,423,455

資産合計 6,139,491 4,010,282

負債の部   

流動負債   

業務未払金 479,518 110,987

短期借入金 1,935,000 60,000

未払法人税等 27,467 26,279

未成業務受入金 519,845 177,015

賞与引当金 164,253 －

受注損失引当金 61,200 19,970

その他 157,506 390,089

流動負債合計 3,344,791 784,341

固定負債   

退職給付引当金 67,168 64,869

役員退職慰労引当金 62,693 51,087

その他 25,920 80,591

固定負債合計 155,781 196,548

負債合計 3,500,573 980,890
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年６月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 589,125 589,125

資本剰余金 543,708 543,708

利益剰余金 1,523,768 1,907,307

自己株式 △5,667 △5,435

株主資本合計 2,650,935 3,034,705

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △12,017 △9,809

評価・換算差額等合計 △12,017 △9,809

少数株主持分 － 4,497

純資産合計 2,638,918 3,029,392

負債純資産合計 6,139,491 4,010,282
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成23年３月31日) 

売上高 2,012,241 1,975,902

売上原価 1,637,332 1,682,148

売上総利益 374,908 293,753

販売費及び一般管理費 775,799 805,899

営業損失（△） △400,890 △512,145

営業外収益   

受取利息 1,607 1,527

その他 5,839 7,775

営業外収益合計 7,447 9,302

営業外費用   

支払利息 8,531 8,058

その他 49 2

営業外費用合計 8,581 8,061

経常損失（△） △402,024 △510,904

特別利益   

貸倒引当金戻入額 1,506 218

その他 － 218

特別利益合計 1,506 436

特別損失   

固定資産除売却損 1,089 836

投資有価証券評価損 － 1,441

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 11,698

その他 14,500 －

特別損失合計 15,589 13,976

税金等調整前四半期純損失（△） △416,107 △524,444

法人税、住民税及び事業税 23,764 29,702

法人税等調整額 △188,415 △212,293

法人税等合計 △164,650 △182,591

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △341,852

少数株主利益又は少数株主損失（△） △548 7,752

四半期純損失（△） △250,908 △349,605

㈱福山コンサルタント（9608）平成23年6月期 第3四半期決算短信

6



【第３四半期連結会計期間】 

(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年３月31日) 

売上高 1,254,193 1,160,483

売上原価 932,572 912,117

売上総利益 321,620 248,366

販売費及び一般管理費 263,488 266,801

営業利益又は営業損失（△） 58,132 △18,435

営業外収益   

受取利息 533 471

その他 1,357 1,867

営業外収益合計 1,890 2,339

営業外費用   

支払利息 4,742 4,232

その他 － 1

営業外費用合計 4,742 4,233

経常利益又は経常損失（△） 55,280 △20,329

特別損失   

固定資産除売却損 47 －

投資有価証券評価損 － 1,441

その他 5,379 1

特別損失合計 5,426 1,442

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

49,853 △21,772

法人税、住民税及び事業税 8,914 8,334

法人税等調整額 △975 △13,826

法人税等合計 7,938 △5,492

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △16,279

少数株主損失（△） △390 －

四半期純利益又は四半期純損失（△） 42,305 △16,279
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成23年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △416,107 △524,444

減価償却費 95,786 93,284

のれん償却額 7,906 11,859

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,346 △218

退職給付引当金の増減額（△は減少） 12,875 2,298

賞与引当金の増減額（△は減少） 118,350 164,253

受取利息及び受取配当金 △2,164 △2,082

支払利息 8,531 8,058

売上債権の増減額（△は増加） △375,115 △460,420

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,523,943 △1,596,609

仕入債務の増減額（△は減少） 297,278 368,531

その他 230,659 216,169

小計 △1,547,290 △1,719,318

利息及び配当金の受取額 1,735 1,636

利息の支払額 △9,020 △8,628

法人税等の支払額 △80,185 △21,239

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,634,760 △1,747,550

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △47,512 △75,617

投資有価証券の取得による支出 △15,849 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

△67,046 －

その他 △8,089 △10,622

投資活動によるキャッシュ・フロー △138,497 △86,239

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,586,500 1,875,000

長期借入金の返済による支出 △15,630 △94,360

配当金の支払額 △54,719 △33,771

少数株主への配当金の支払額 － △12,250

少数株主からの払込みによる収入 2,850 －

リース債務の返済による支出 △11,206 △7,928

自己株式の取得による支出 △258 △231

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,507,536 1,726,459

現金及び現金同等物に係る換算差額 5 13

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △265,717 △107,317

現金及び現金同等物の期首残高 904,133 802,897

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 4,165 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 642,581 695,579
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(4)  継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(5)  セグメント情報 

 （セグメント情報） 

 当第 3四半期連結累計期間（自 平成 22 年 7 月 1日 至 平成 23 年 3月 31 日） 

  当社グループは、建設コンサルタント事業における６つの事業分野（交通系・地域系・環境Ｍ系・リス

クＭ系・ストックＭ系・コンストラクションＭ系事業分野）を営む単一事業の企業集団であることから、

記載を省略しています。 

（注）Ｍはマネジメントの略称  

 （追加情報） 

  第 1 四半期連結累計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第 17 号 平

成 21 年 3月 27 日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第 20 号 平成 21 年 3月 21 日）を適用しています。 

 
(6)  株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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４．補足情報 

 生産、受注および販売の状況 

  当社グループは、建設コンサルタント事業を営む単一事業の企業集団であることから、セグメント情報

は記載していません。 

   なお、建設コンサルタント事業における事業分野ごとの販売・受注実績は以下のとおりです。 

 

① 販 売 実 績                                          （単位：千円、単位未満切捨て） 

前第3四半期連結累計期間 

(
自 平成21年 7月 1日
至 平成22年 3月31日

) 

当第3四半期連結累計期間 

(
自 平成22年 7月 1日
至 平成23年 3月31日

) 

                    期  別

 

事業分野 
金   額 金 額 

交通系 813,516  828,262  

地域系 127,983  61,663  

環境マネジメント系 126,795  90,979  

ストックマネジメント系 445,196  358,427  

リスクマネジメント系 388,642  453,445  

建設コンサ

ルタント 
 

コンストラクション 
マネジメント系 

110,105  183,123
 

合   計 2,012,241 1,975,902  

   

② 受 注 実 績                                            （単位：千円、単位未満切捨て） 

前第3四半期連結累計期間 

(
自 平成21年 7月 1日
至 平成22年 3月31日

) 

当第3四半期連結累計期間 

(
自 平成22年 7月 1日
至 平成23年 3月31日

) 

受注高 繰越残高 受注高 繰越残高 

                     期  別

 

 

事業分野 金 額 金 額 金 額 金 額 

交通系 2,519,004 1,705,487 2,729,262 1,901,000

地域系 370,166 242,183 202,176 140,512

環境マネジメント系 460,925 334,129 623,342 532,363

ストックマネジメント系 1,432,125 986,928 1,125,545 767,118

リスクマネジメント系 1,082,142 693,499 979,423 525,978

 
建設コンサ

ルタント 
 

コンストラクション 
マネジメント系 

324,593 214,488 314,678 131,555

合   計 6,188,958 4,176,717 5,974,430 3,998,528

      （注）上記の金額には、前期からの繰越業務を含んでいます。 
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